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営林署内にある苗床を見学し、植林部長（女性）より説明を受ける。

ハバロフスク州のボルトルシュコ森林管理局長（中央）と、
夏の緑の少年団の国際交流事業について打ち合わせを行った。

ワロニシの友好の森での記念写真。
今年は、ゴミ拾いとダフリアカラマツの防火林を植える作業も行った。

環境セミナー開催のご挨拶を、リャブヒン自然利用・環境大学学長
よりいただく。手前に広げてあるのは、大震災の記事が載っている
日本の新聞や雑誌。

「森林利用の新しい時代へ」というタイトルでロシア・日本それぞれ
3名の先生方が講演をおこなった環境セミナー

（太平洋国立大学講堂にて）

今年は、学生（三年生）の有志が作業の前に歌を披露して下さった。

ロシア太平洋国立大学自然利用・環境大学部門と環境教育に関する
協力協定書締結記念の食事会でシュクトコ教授よりお祝いのお言葉
をいただいた。

2011年植樹ツアー
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ハバロフスク日本センターで日本語を学ぶ学生さんたちと歌やクイズで
交流を行った。今年のお弁当には、ロシア風巻き寿司が添えられていた。

歌や踊りで歓迎して下さった児童センターの子どもたちと記念撮影。
このあとセンター内をゆっくり見学させていただいた。

ヘフツィールには、とても気さくな二年生たちが大勢来てくれた。
左端は、今年度から顧問に就任いただく長島昭顧問。

児童センターで環境ポスターを書いてくれた子どもたちに感謝状を
贈る。贈呈者は国土緑化推進機構の村上四郎氏。

ヘフツィールの友好の森Ⅱの碑の前で、「さくらさくら」を
ロシア語で歌う。

友好の森Ⅱでの記念撮影。イワノワ国際交流局長（ハバロフスク市役所）
も参加して下さり、ハバロフスクテレビの取材を受ける。

高さ70メートルのスパソ・プレオブラジェンスキー大聖堂（キリスト
変容大聖堂）の内部。女性はスカーフやフードで頭部を覆って入る。
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